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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
乗
り
鉄
探
偵
南
　
達
仁
短
編
俊
作
集
高
原
列
車
殺
人
事
件
で
大
好
評
に
つ
き

短
編
集
第
２
弾
が
つ
い
に
登
場
、
乗
り
鉄
探
偵
南
　
達
仁
短
編
俊
作
集
パ
ー
ト

２
．
黄
金
週
間
は
、
列
車
に
乗
っ
て
、
犯
人
を
追
っ
た
り
、
事
件
の
謎
を
解
く
の

は
、
南
　
達
仁
だ
　
上
野
駅
の
列
車
で
出
発
し
て
、
俺
は
旅
を
し
な
が
ら
事
件
を

解
決
す
る
の
だ
。
他
に
も
、
愛
と
殺
意
の
能
登
半
島
や
田
沢
湖
殺
人
事
件
も
収
録
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信
濃
の
死
　
強
盗
殺
人
犯
を
追
え

　　
珍
し
く
、
黄
金
週
間
で
休
み
に
な
っ
た
が
、
母
は
、
九
州
の
知
り
合
い
の
方
に

遊
び
に
行
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
穂
乃
果
た
ち
は
部
活
で
あ
る
。

　
音
ノ
木
坂
学
院
の
達
仁
は
、
１
人
で
乗
り
鉄
を
楽
し
ん
だ
。
行
く
先
は
信
州
へ

行
く
こ
と
に
し
た
。
こ
こ
は
上
野
駅
、
東
北
や
信
州
と
越
後
と
北
海
道
へ
行
く
人

の
始
発
駅
で
あ
る
、
達
仁
は
温
泉
も
好
き
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
、
信
州
そ
ば
や
野

沢
菜
が
食
べ
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
へ
ホ
ー
ム
で
コ
ナ
ン
君
と
光
彦
君

と
歩
美
ち
ゃ
ん
が
上
野
駅
の
特
急
列
車
の
写
真
を
撮
り
に
来
て
い
た
の
で
す
。

「
あ
っ
、
高
校
生
探
偵
だ
。」

「
あ
あ
っ
、
工
藤
新
一
の
２
番
目
ッ
て
の
。」

「
そ
う
だ
よ
!
列
車
に
乗
っ
て
事
件
を
解
決
す
る
ん
だ
か
ら
ね
。」

「
そ
う
さ
、
俺
は
こ
の
Ｌ
特
急
あ
さ
ま
に
乗
っ
て
信
州
へ
行
く
ん
だ
よ
。」

　
と
、
達
仁
は
言
っ
た
。

　
上
野
発
７
時
丁
の
直
江
津
行
の
Ｌ
特
急
「
あ
さ
ま
１
号
」
に
乗
り
込
む
。

　
黄
金
週
間
は
観
光
客
や
登
山
客
で
信
州
の
特
急
に
乗
る
人
も
た
く
さ
ん
い
る

の
で
す
。

「
ま
も
な
く
１
５
番
乗
り
場
に
特
急
あ
さ
ま
１
号
直
江
津
行
が
発
車
し
ま
す
、
ド

ア
が
閉
ま
り
ま
す
ご
注
意
く
だ
さ
い
。」

　
座
席
を
座
り
込
む
と
可
愛
い
女
子
高
生
に
出
会
っ
た
、
達
仁
が
窓
側
に
座
る

と
、
横
に
１
人
の
女
子
高
生
に
出
会
っ
た
。

「
あ
な
た
も
、
あ
さ
ま
に
乗
る
ん
で
す
か
、
私
も
信
州
の
旅
を
す
る
ん
で
す
よ
。」

「
そ
う
な
ん
で
す
か
、
私
は
高
海
千
歌
で
す
。」

「
私
は
、
南
　
達
仁
。」

「
そ
し
て
、
私
の
友
達
の
梨
子
ち
ゃ
ん
。」

「
桜
内
梨
子
で
す
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

「
は
じ
め
ま
し
て
、
お
ら
国
木
田
花
丸
で
す
、
こ
っ
ち
は
黒
澤
ル
ビ
ィ
、
ま
ろ
の
友

達
」

　
と
俺
た
ち
は
あ
さ
ま
に
乗
っ
て
、
信
州
の
旅
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
Ｌ
特
急
あ
さ
ま
に
は
、
直
江
津
行
の
他
、
長
野
、
妙
高
高
原
行
の
も
あ
る
。

　
車
両
は
１
８
９
系
直
流
電
車
で
運
転
さ
れ
て
い
る
、
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「
達
仁
は
、
よ
く
列
車
で
旅
を
す
る
の
。」

「
そ
う
だ
よ
。」

「
へ
ぇ
ー
っ
、
横
川
か
ら
軽
井
沢
ま
で
は
機
関
車
で
引
っ
張
っ
て
行
く
ん
だ
。」

　
達
仁
と
千
歌
と
梨
子
は
、
電
気
機
関
車
の
連
結
を
写
真
を
撮
っ
た
。

「
横
川
で
は
、
峠
の
釜
め
し
も
美
味
し
い
だ
っ
て
。」

　
会
話
を
し
た
り
、
お
菓
子
を
食
べ
た
り
し
て
い
る
と
、
達
仁
は
長
野
駅
で
降
り

た
。

　
ホ
ー
ム
で
、
飯
山
線
を
待
っ
て
い
た
、
１
０
時
２
５
分
発
の
普
通
列
車
に
乗
っ

て
、
飯
山
線
の
旅
に
出
た
。

　
達
仁
の
信
州
旅
行
は
、
飯
山
線
の
旅
、
飯
山
線
は
千
曲
川
に
沿
っ
て
走
る
ロ
ー

カ
ル
線
で
あ
る
。

　
１
１
時
２
９
分
、
戸
狩
野
沢
温
泉
駅
に
着
い
た
。
そ
こ
へ
花
丸
と
ル
ビ
ィ
に

会
っ
た
。

　
旅
館
に
着
く
と
、
達
仁
は
、
温
泉
に
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
真
新
し
い
檜
風
呂
で

あ
る
。

　
達
仁
は
、
の
ん
び
り
と
、
温
泉
に
浸
る
こ
と
が
出
来
た
。
夕
食
に
野
沢
菜
を
食

べ
た
。

　
一
方
、
千
歌
と
梨
子
は
、
長
野
へ
観
光
し
て
い
た
。
川
中
島
古
戦
場
や
善
光
寺

を
巡
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
千
歌
達
が
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
は
、
誰
の
知
ら
な
か
っ
た
。

「
梨
子
ち
ゃ
ん
、
あ
れ
、
人
が
倒
れ
て
る
よ
。」

「
本
当
だ
。」

　
２
人
は
、
男
の
他
殺
死
体
を
目
撃
し
た
の
だ
。

「
死
ん
で
る
。」

　
２
人
は
、
悲
鳴
を
上
げ
た
。

　
ま
も
な
く
長
野
県
警
捜
査
一
課
の
パ
ト
カ
ー
が
、
現
場
へ
着
い
た
。

「
被
害
者
は
、
篠
原
三
郎
さ
ん
、
３
７
歳
で
す
。」

「
う
ー
む
、
仲
間
割
れ
か
。」

　
長
野
県
警
捜
査
一
課
長
の
黒
田
兵
衛
警
視
は
、

「
竹
村
、
真
壁
は
周
辺
の
聞
き
込
み
。」

「
了
解
。」
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林
刑
事
は
、
千
歌
と
梨
子
に
事
件
の
状
況
を
話
し
た
。

「
な
る
ほ
ど
、
す
る
と
死
体
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
不
審
者
は
い
な
か
っ
た
ん
だ

ね
。」

「
は
い
っ
、
私
た
ち
が
見
た
と
き
は
、
何
も
み
な
か
っ
た
の
で
。」

　
長
野
県
警
は
、
松
本
で
強
盗
殺
人
事
件
の
関
連
と
見
て
捜
査
し
た
。

　
次
の
日
、
達
仁
は
、
花
丸
と
ル
ビ
ィ
と
一
緒
に
長
野
駅
へ
向
か
っ
た
。

「
千
曲
川
、
き
れ
い
だ
な
。」

「
ル
ビ
ィ
ち
ゃ
ん
、
嬉
し
そ
う
。」

　
長
野
駅
に
着
い
た
、
達
仁
と
花
丸
と
ル
ビ
ィ
は
、
千
歌
た
ち
を
待
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
へ
、
１
人
の
男
が
達
仁
達
に
声
を
か
け
た
る

「
ど
う
も
、
長
野
県
警
の
竹
村
で
す
、
こ
ち
ら
は
真
壁
部
長
刑
事
。」

「
ど
う
も
、
真
壁
で
す
。」

「
あ
っ
、
あ
な
た
は
信
濃
の
コ
ロ
ン
ボ
っ
て
呼
ば
れ
て
る
刑
事
で
す
か
。」

「
お
っ
、
あ
な
た
は
有
名
な
高
校
生
探
偵
の
南
　
達
仁
で
す
か
、
あ
あ
う
わ
さ
は
聞

い
て
い
ま
す
。」

「
い
っ
た
い
、
何
の
事
件
の
捜
査
を
し
て
る
ん
で
す
か
。」

「
実
は
今
、
松
本
で
強
盗
殺
人
事
件
の
捜
査
し
て
い
ま
し
て
。」

「
殺
人
事
件
、
松
本
で
。」

「
は
い
っ
、
お
と
と
い
の
午
前
１
０
時
３
７
分
ご
ろ
、
メ
ロ
ン
銀
行
松
本
支
店
で
拳

銃
を
持
っ
た
男
２
人
が
、
現
金
８
億
円
を
奪
っ
て
、
警
備
員
１
人
を
射
殺
し
逃
走

し
た
、
凶
器
は
拳
銃
、
弾
丸
か
ら
、
２
か
月
前
に
警
官
か
ら
奪
っ
た
も
の
判
明
し

て
い
ま
す
。」

「
そ
う
か
、
あ
の
時
、
ル
ビ
ィ
ち
ゃ
ん
が
道
案
内
し
た
人
だ
。」

「
え
っ
、
そ
の
人
を
知
っ
て
い
る
の
か
。」

「
私
が
、
そ
の
列
車
の
番
ホ
ー
ム
を
教
え
て
あ
げ
た
ん
で
す
、
お
金
の
バ
ッ
ク
を

持
っ
た
人
に
。」

「
は
っ
、
犯
人
は
新
潟
へ
逃
げ
る
つ
も
り
で
す
。」

　
達
仁
と
花
丸
と
ル
ビ
ィ
は
、
直
江
津
行
の
Ｌ
特
急
あ
さ
ま
１
号
に
乗
っ
て
直
江

津
へ
向
か
っ
た
。

　
直
江
津
に
着
い
た
の
は
、
１
１
時
２
７
分
。

「
ふ
っ
、
こ
の
金
と
一
緒
に
。」
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と
笑
う
犯
人
。

「
お
じ
さ
ん
、
そ
の
バ
ッ
ク
の
お
金
は
何
で
す
か
。」

「
あ
っ
、
あ
あ
こ
れ
は
ね
、
会
社
に
払
う
お
金
だ
よ
。」

「
じ
ゃ
あ
、
そ
れ
、
松
本
の
銀
行
か
ら
奪
っ
た
金
だ
な
。」

「
き
っ
、
お
前
は
一
体
何
者
だ
。」

「
南
　
達
仁
、
探
偵
だ
。」

「
あ
っ
、
あ
あ
、
く
っ
、
俺
の
負
け
だ
。」

「
お
前
を
、
強
盗
殺
人
の
容
疑
で
逮
捕
す
る
。」

　
こ
う
し
て
、
達
仁
と
花
丸
と
ル
ビ
ィ
ち
ゃ
ん
の
活
躍
で
、
松
本
の
強
盗
殺
人
事

件
を
解
決
し
た
。

　
２
日
目
　
新
潟
　
直
江
津

　
達
仁
と
千
歌
と
梨
子
と
花
丸
と
ル
ビ
ィ
は
、
佐
渡
へ
向
か
っ
た
。

「
う
わ
ー
っ
、
き
れ
い
。」

　
佐
渡
の
名
所
を
回
っ
て
、
新
潟
の
見
物
し
て
２
日
目
を
過
ご
し
ま
し
た

　　
３
日
目
　
軽
井
沢

　
千
歌
と
梨
子
は
テ
ニ
ス
を
や
っ
て
い
た

「
や
る
な
、
千
歌
ち
ゃ
ん
も
。」

「
梨
子
も
頑
張
れ
ー
ッ
。」

「
ア
ハ
ハ
ハ
、
い
い
旅
行
に
な
っ
た
な
。」

　
達
仁
達
は
、
そ
ば
打
ち
体
験
も
し
た
り
、
軽
井
沢
を
観
光
し
た
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北
海
道
連
続
殺
人
旅
行

　　
夜
の
上
野
駅
、
達
仁
と
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
花
陽
と
一
緒
に
、
北
海
道
へ
旅
行

す
る
の
だ
、
そ
こ
へ
、
４
人
の
女
の
子
が
達
仁
達
に
近
づ
い
て
き
た
、

「
あ
っ
、
香
澄
ち
ゃ
ん
た
ち
だ
。」

「
あ
っ
、
達
仁
君
だ
、
白
浜
以
来
だ
ね
。」

「
う
ん
。」

「
沙
綾
ち
ゃ
ん
、
そ
の
人
は
誰
な
の
。」

「
り
み
ち
ゃ
ん
、
達
仁
君
だ
よ
、
特
急
く
ろ
し
お
で
会
っ
た
じ
ゃ
な
い
。」

「
そ
う
か
。」

「
こ
の
３
人
は
、
初
め
て
だ
よ
ね
。」

「
私
、
高
坂
穂
乃
果
。」

「
私
は
、
南
　
こ
と
り
。」

「
私
は
、
小
泉
花
陽
で
す
。」

「
そ
し
て
、
こ
ち
ら
が
花
園
た
え
ち
ゃ
ん
。」

「
こ
ん
な
、
黄
金
週
間
で
旅
行
す
る
の
は
楽
し
い
よ
ね
。」

「
う
ん
。」

「
俺
達
も
ど
ん
ど
ん
鉄
道
旅
行
が
楽
し
く
な
っ
て
き
た
よ
。」

「
オ
ー
ッ
。」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
、
俺
た
ち
は
北
海
道
へ
旅
立
っ
た
。

　
達
仁
と
穂
乃
果
と
香
澄
達
は
、
上
野
か
ら
常
磐
線
周
り
の
寝
台
特
急
ゆ
う
づ
る

１
号
青
森
行
に
乗
っ
た
。

　
達
仁
達
は
、
寝
る
支
度
を
し
て
い
た
、
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
花
陽
達
は
「
お
や

す
み
」
と
い
っ
て
ベ
ッ
ト
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
。

　
そ
し
て
、
八
戸
で
朝
を
迎
え
ま
し
た
、
列
車
の
車
内
放
送
が
流
れ
た
。

「
皆
様
、
お
支
度
の
準
備
は
お
出
来
で
し
ょ
う
か
、
後
１
０
分
ほ
ど
で
、
終
点
の
青

森
で
す
。」

「
さ
ぁ
、
そ
ろ
そ
ろ
降
り
る
ぞ
、
も
う
す
ぐ
青
森
だ
、
青
森
か
ら
は
青
函
連
絡
船
に

乗
る
ん
だ
ぜ
。」

「
う
ん
。」

「
私
、
北
海
道
の
列
車
、
初
め
て
な
ん
だ
。」
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「
そ
う
か
。」

　
あ
お
も
り
ー
、
あ
お
も
り
ー
、
終
点
青
森
で
す
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
達
仁
達
は
、
青
森
駅
に
下
車
し
た
、
若
い
観
光
客
や
里
帰
り
の
人
で
、
ほ
ぼ
満

員
の
列
車
か
ら
吐
き
出
さ
れ
た
乗
客
は
、
青
函
連
絡
船
に
乗
る
た
め
に
、
長
い

ホ
ー
ム
を
小
走
り
に
、
歩
い
て
行
く
。

　
跨
線
橋
に
上
が
る
と
、
窓
か
ら
、
連
絡
船
の
特
微
の
あ
る
煙
突
が
見
え
た
。
そ

れ
が
、
手
に
取
る
近
さ
に
見
え
て
、
香
澄
は
、
思
わ
ず
、

「
船
だ
わ
」

　
と
、
叫
ん
で
い
た
。

　
達
仁
達
は
、
青
函
連
絡
船
八
甲
田
丸
に
乗
っ
た
。

　
こ
と
り
と
穂
乃
果
は
潮
風
に
あ
た
り
な
が
ら
、
津
軽
海
峡
を
眺
め
た
。

　
ブ
ー
ッ
と
八
甲
田
丸
の
汽
笛
が
鳴
っ
た
。

　
３
時
間
５
０
分
を
八
甲
田
丸
の
旅
を
終
え
た
達
仁
と
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
花

陽
と
香
澄
と
沙
綾
と
り
み
と
た
え
、
い
よ
い
よ
北
海
道
へ

　
出
発
点
は
、
北
海
道
の
玄
関
、
函
館
駅
、
達
仁
達
は
、
函
館
か
ら
根
室
本
線
経

由
の
特
急
お
お
ぞ
ら
３
号
に
乗
っ
て
、
釧
路
へ
、

　
午
前
９
時
４
０
分
釧
路
行
の
特
急
お
お
ぞ
ら
３
号
に
乗
っ
た
、
私
が
お
お
ぞ
ら

３
号
に
乗
る
の
は
３
回
目
で
す
。

　
函
館
を
発
車
し
、
長
万
部
、
洞
爺
、
東
室
蘭
、
登
別
と
、
停
車
し
て
い
く
。

「
う
ふ
ふ
ふ
っ
、
う
わ
ー
っ
。」

　
達
仁
達
は
、
会
話
を
し
な
が
ら
お
菓
子
を
食
べ
た
り
、
車
窓
を
楽
し
ん
だ
。

　
特
急
お
お
ぞ
ら
３
号
は
、
石
勝
線
に
入
っ
た
。

「
い
よ
い
よ
、
釧
路
ね
。」

「
う
ん
、
釧
路
は
い
い
よ
、
湿
原
が
見
頃
だ
よ
。」

　
終
着
の
釧
路
に
着
い
た
の
は
、
１
９
時
１
５
分
、
午
後
７
時
１
５
分
だ
っ
た
。

　
達
仁
は
釧
路
湿
原
へ
見
に
行
く
と
こ
こ
で
下
車
。

　
午
後
７
時
半
、
見
回
り
に
来
た
車
掌
は
、
お
客
を
起
こ
そ
う
と
し
た
、
そ
の
時
。

「
お
客
さ
ん
、
お
客
さ
ん
、
終
点
釧
路
で
す
よ
、
起
き
て
下
さ
い
。」

　
と
そ
の
人
は
、
す
で
に
ナ
イ
フ
で
刺
さ
れ
て
死
ん
で
い
た
の
だ
。

「
う
わ
わ
ー
っ
。」

　
と
車
掌
は
、
慌
て
て
走
り
出
し
た
。
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次
の
日
、
達
仁
と
穂
乃
果
と
香
澄
達
は
釧
路
湿
原
へ
。

「
じ
ゃ
あ
、
撮
る
よ
。」

　
り
み
は
、
達
仁
達
と
記
念
撮
影
し
ま
し
た
。

　
釧
網
本
線
に
乗
っ
た
達
仁
と
穂
乃
果
と
香
澄
達
は
摩
周
湖
へ
。

　
摩
周
湖

「
わ
お
っ
、
眺
め
が
い
い
ね
。」

　
達
仁
と
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
花
陽
は
、
香
澄
に
写
真
を
撮
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
り
み
は
、
人
が
浮
い
て
る
を
見
た
。

「
人
魚
か
な
。」

　
花
陽
と
り
み
は
、
驚
い
た
。
そ
れ
は
男
の
水
死
体
だ
っ
た
、
花
陽
と
り
み
は
悲

鳴
を
上
げ
だ
。

　
２
５
分
後
頃
、
北
海
道
警
察
の
橘
警
部
が
現
場
に
到
着
し
た
。

「
警
部
、
被
害
者
は
中
島
弘
さ
ん
１
７
歳
で
す
。」

「
あ
な
た
が
発
見
者
で
す
ね
。」

「
は
い
っ
。」

「
え
ー
と
、
牛
込
り
み
さ
ん
と
小
泉
花
陽
さ
ん
で
す
ね
。」

「
花
陽
ち
ゃ
ん
、
大
丈
夫
な
の
か
。」

「
う
ー
む
、
さ
は
り
昨
日
、
釧
路
駅
で
起
き
た
事
件
と
は
手
口
が
違
い
ま
す
ね
」

「
た
ぶ
ん
、
溺
死
だ
と
思
い
ま
す
。」

「
溺
死
か
。」

　
達
仁
達
は
、
現
場
を
後
に
し
、
次
の
旅
路
に
出
た
。

　
富
良
野

　
フ
ァ
ー
ム
富
田
に
来
た
香
澄
と
穂
乃
果
達
は
、
花
畑
を
回
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
。

　
一
方
、
穂
乃
果
と
こ
と
り
は
は
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
や
ゆ
で
ア
ス
パ
ラ
等
を
食
べ
て

い
た
。

　
達
仁
と
香
澄
と
花
陽
は
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ラ
ム
ネ
を
飲
ん
だ
、

「
う
ー
ん
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香
り
が
す
る
。」

「
本
当
だ
。」

「
ね
ぇ
、
達
仁
君
、
摩
周
湖
で
起
き
た
、
殺
人
だ
け
ど
犯
人
は
誰
な
の
か
な
。」

「
そ
う
だ
な
、
摩
周
湖
の
事
件
は
絞
殺
し
て
溺
死
し
た
。」
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「
そ
う
か
、
犯
人
は
こ
の
中
に
い
る
、
絶
対
に
。」

　
小
樽

　
次
の
日
、
達
仁
達
は
小
樽
運
河
と
鉄
道
記
念
館
へ

「
う
わ
ー
っ
、
い
ろ
ん
な
列
車
が
い
っ
ぱ
い
だ
。」

　
達
仁
は
、
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
花
陽
と
香
澄
と
り
み
と
沙
綾

と
た
え
と
記
念
撮
影
し
た
、
こ
れ
で
楽
し
い
北
海
道
の
旅
行
の
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。

　
達
仁
は
、
り
み
と
花
陽
と
推
理
を
し
た
、
犯
人
は
小
樽
で
見
つ
け
た
。

「
あ
な
た
が
、
連
続
殺
人
の
犯
人
だ
っ
た
な
。」

「
あ
っ
、
く
く
っ
、
お
前
は
一
体
。」

「
南
　
達
仁
、
探
偵
さ
。」

　
犯
人
は
、
ナ
イ
フ
で
花
陽
を
人
質
を
取
っ
た
。

「
動
く
な
っ
!
こ
い
つ
が
ど
う
な
っ
て
も
い
い
の
か
。」

「
誰
が
助
け
て
─
ッ
。」

　
達
仁
は
、
犯
人
を
倒
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
犯
人
は
橘
警
部
に
逮
捕
さ
れ
、
俺
た
ち
の
北
海
道
旅
行
は
サ
ス
ペ

ン
ス
な
旅
行
に
な
っ
た
。

　
帰
り
は
１
７
時
出
航
の
青
函
連
絡
船
大
雪
丸
で
青
森
へ
向
か
っ
た
。

　
穂
乃
果
と
こ
と
り
達
は
は
北
海
道
に
別
れ
を
告
げ
だ
。

「
さ
よ
な
ら
ー
っ
、
ま
た
い
つ
か
来
る
か
ら
ね
ー
っ
。」

　
香
澄
達
は
、
ド
キ
ド
キ
し
た
旅
行
だ
っ
た
。

　
そ
し
て
達
仁
達
は
青
森
駅
で
２
１
時
１
０
分
発
の
ゆ
う
づ
る
６
号
で
東
京
へ

帰
っ
た
。
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愛
と
殺
意
の
能
登
半
島

　　
京
都
駅

　
達
仁
は
、
真
姫
と
に
こ
と
一
緒
に
、
石
川
旅
行
に
出
か
け
た
、
達
仁
た
ち
は
、
東

海
道
新
幹
線
で
京
都
駅
に
や
っ
て
き
た
。

　
達
仁
と
真
姫
と
に
こ
は
、
京
都
か
ら
北
陸
本
線
経
由
の
Ｌ
特
急
雷
鳥
５
号
金
沢

行
に
乗
っ
た
。

「
ね
ぇ
達
仁
、
こ
れ
で
石
川
へ
行
く
の
?
。」

「
そ
う
だ
よ
。」

「
に
こ
、
能
登
半
島
行
っ
て
見
た
い
の
。」

「
Ｌ
特
急
雷
鳥
に
乗
っ
て
、
湖
西
線
を
通
っ
て
、
近
江
今
津
か
ら
北
陸
本
線
に
入
る

ん
だ
、
も
う
そ
こ
は
福
井
県
だ
よ
。」

「
そ
う
な
ん
だ
。」

「
こ
の
雷
鳥
は
、
金
沢
ま
で
走
っ
て
る
ん
だ
よ
。」

「
お
っ
、
そ
ろ
そ
ろ
雷
鳥
が
来
る
よ
。」

　
達
仁
と
に
こ
と
真
姫
は
雷
鳥
に
乗
っ
て
、
金
沢
へ
目
指
し
た
。

　
雷
鳥
の
車
窓
を
楽
し
む
、
達
仁
と
に
こ
と
真
姫
は
、
琵
琶
湖
を
眺
め
た
。

「
い
い
ね
、
雷
鳥
の
旅
は
。」

「
ホ
ン
ト
。」

「
真
姫
、
能
登
の
後
は
何
処
へ
行
こ
う
と
思
っ
て
る
の
。」

「
金
沢
も
行
っ
て
見
た
い
な
と
。」

「
能
登
と
金
沢
ね
、
そ
れ
楽
し
い
か
も
。」

「
さ
て
、
俺
は
腹
減
っ
た
か
ら
、
食
堂
車
へ
行
っ
て
く
る
ぜ
。」

「
気
を
付
け
て
よ
。」

　
達
仁
は
、
雷
鳥
の
食
堂
車
へ
行
っ
た
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。」

「
お
１
人
様
で
す
。」

「
ご
注
文
は
、
何
を
し
ま
す
か
。」

「
ハ
ン
バ
ー
グ
定
食
を
１
つ
。」

「
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。」

　
達
仁
は
、
雷
鳥
の
食
堂
車
で
昼
食
と
し
て
、
ハ
ン
バ
ー
グ
定
食
を
食
べ
ま
し
た
。
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「
穂
乃
果
と
こ
と
り
も
海
未
も
乗
り
た
が
っ
て
い
た
か
な
?
。」

　
新
疋
田
と
敦
賀
で
は
、
ル
ー
プ
線
の
あ
る
線
路
で
す
、
ル
ー
プ
線
は
上
り
に
使

用
さ
れ
ま
す
。

「
達
仁
、
昼
食
を
食
べ
に
行
っ
て
た
の
。」

「
私
は
、
と
っ
く
に
駅
弁
を
食
べ
て
る
よ
。」

「
お
、
敦
賀
の
鯛
寿
司
か
。」

「
達
仁
は
食
堂
車
で
昼
食
食
べ
て
た
ん
で
し
ょ
。」

「
そ
う
だ
よ
、
北
陸
特
急
に
乗
っ
た
ら
、
食
堂
車
で
食
べ
た
い
じ
ゃ
ん
。」

「
ま
っ
た
く
、
食
堂
車
も
い
い
け
ど
、
北
陸
本
線
の
駅
弁
も
美
味
し
い
ん
だ
か
ら
。」

「
そ
う
か
な
。」

「
あ
ら
っ
、
達
仁
の
分
も
あ
る
よ
、
は
い
っ
、
お
茶
と
鯛
寿
司
。」

「
に
こ
、
あ
り
が
と
う
。」

　
ガ
タ
ン
、
ガ
タ
ン
、
ガ
タ
ン
、
フ
ァ
ー
ン
ピ
ィ
ー
ッ
、
と
雷
鳥
は
警
笛
を
鳴
ら

し
た
。

　
達
仁
達
が
乗
っ
た
雷
鳥
５
号
は
、
福
井
、
小
松
を
得
て
、
金
沢
に
着
い
た
。

　
金
沢
か
ら
、
急
行
能
登
路
に
乗
っ
た
。

「
え
ー
と
、
能
登
恋
路
海
岸
で
し
ょ
、
私
に
と
っ
て
は
能
登
の
花
嫁
に
な
り
た
い
に

こ
。」

「
そ
う
だ
達
仁
、
能
登
へ
行
く
わ
け
教
え
て
。」

「
実
は
な
、
こ
の
記
事
読
ん
だ
ん
だ
、
七
尾
で
起
き
た
、
車
の
転
落
事
故
な
ん
だ
。」

「
俺
の
友
人
、
星
史
か
ら
の
依
頼
が
来
た
ん
だ
、
俺
の
友
人
を
死
の
真
相
を
突
き
止

め
て
く
れ
っ
て
、
星
史
の
友
人
、
卓
也
が
事
故
死
し
た
ん
だ
、
星
史
は
俺
の
友
人

は
誰
か
に
殺
さ
れ
た
ん
だ
、
と
言
っ
て
る
だ
。」

　
達
仁
と
に
こ
と
真
姫
は
、
こ
の
能
登
旅
行
が
殺
人
事
件
に
な
る
と
は
、
だ
れ
も

予
想
し
な
か
っ
た

　
俺
達
が
泊
ま
る
温
泉
は
、
和
倉
温
泉
で
あ
る
、
和
倉
温
泉
は
北
陸
の
観
光
名
所

で
あ
る
、
達
仁
と
に
こ
と
真
姫
が
泊
ま
る
の
は
、
加
賀
屋
で
あ
る
。
和
倉
温
泉
の

他
、
輪
島
温
泉
や
加
賀
温
泉
も
北
陸
の
観
光
名
所
で
あ
る
、
達
仁
達
は
、
和
倉
温

泉
駅
で
下
車
す
る
。

　
和
倉
温
泉
駅
で
は
、
高
杉
星
史
に
会
っ
た
。

「
達
仁
、
待
っ
て
た
ぜ
。」

10



「
星
史
。」

　
達
仁
と
星
史
は
小
学
生
の
時
か
ら
の
友
人
で
あ
る
、
中
学
の
時
に
石
川
へ
転
校

し
た
の
で
す
。

　
次
の
日
、
達
仁
と
に
こ
と
真
姫
と
星
史
は
和
倉
温
泉
加
賀
屋
で
１
泊
し
て
、
能

登
観
光
を
し
た
。

　
輪
島
市

　
朝
市
の
活
気
が
み
え
る
。

「
う
わ
っ
、
海
の
臭
い
が
す
る
ね
。」

「
ホ
ン
ト
だ
。」

　
海
産
物
の
試
食
を
す
る
達
仁
。

「
え
っ
、
塩
辛
ッ
。」

「
ア
ハ
ハ
、
に
こ
は
辛
い
物
は
苦
手
な
ん
だ
よ
な
。」

　
曹
洞
宗
大
本
山
總
持
寺
祖
院

「
写
真
撮
る
ぞ
。」

「
い
つ
で
も
い
い
よ
。」

「
撮
る
ぞ
。」

「
に
っ
こ
に
っ
こ
に
ー
。」

　
と
３
人
で
撮
影
。

　
恋
路
海
岸

「
こ
こ
が
、
恋
路
海
岸
ね
。
に
こ
を
撮
っ
て
よ
。」

「
わ
か
っ
て
る
よ
、
に
こ
笑
っ
て
。」

「
に
っ
こ
に
っ
こ
に
ー
。」

　
と
写
真
を
撮
る
。

「
ね
ぇ
達
仁
、
あ
れ
見
て
。」

「
真
姫
、
人
が
死
ん
で
る
。」

「
や
だ
、
ナ
ニ
コ
レ
。」

「
あ
っ
、
ひ
か
る
、
ひ
か
る
ー
っ
。」

　
ま
も
な
く
、
石
川
県
警
捜
査
一
課
の
パ
ト
カ
ー
が
到
着
し
た
。

「
亡
く
な
っ
た
の
は
、
高
坂
ひ
か
る
さ
ん
１
７
歳
で
す
。」

「
う
ん
、
し
か
し
随
分
、
速
く
身
元
が
割
れ
た
な
。」

「
い
や
、
そ
れ
が
丁
度
友
人
と
旅
行
し
て
い
た
ら
、
高
校
生
と
い
っ
し
ょ
に
。」
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「
や
は
り
、
溺
死
で
す
か
。」

「
ど
な
た
で
す
か
、
あ
ん
た
は
。」

「
東
京
の
音
ノ
木
坂
学
院
の
南
　
達
仁
と
言
い
ま
す
。」

「
南
っ
て
、
あ
の
高
校
生
探
偵
の
。」

「
え
え
。」

「
あ
あ
っ
、
う
わ
さ
は
聞
い
て
い
ま
す
、
私
は
七
尾
署
の
佐
須
田
と
言
い
ま
す
。」

「
根
本
で
す
。」

「
石
川
県
警
の
小
沢
で
す
。」

「
ご
存
じ
な
の
か
、
こ
の
女
性
と
。」

「
え
え
、
星
史
の
幼
馴
染
で
す
。」

「
実
は
、
俺
の
友
人
が
七
尾
埠
頭
で
車
の
転
落
事
故
と
関
係
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
。」

「
え
っ
、
そ
の
可
能
性
も
あ
る
な
。」

「
俺
、
ハ
ッ
キ
リ
覚
え
て
い
ま
す
、
乗
っ
て
い
た
の
は
男
２
人
で
、
１
人
目
は
茶
髪

と
サ
ン
グ
ラ
ス
の
男
で
２
０
代
後
半
で
、

　
も
う
一
人
は
、
１
８
歳
か
２
３
歳
の
男
で
、
犯
人
は
暴
走
族
風
の
人
で
、
車
は

Ｚ
３
１
フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
Ｚ
で
、
色
は
ラ
イ
ト
ブ
ル
ー
で

　
ナ
ン
バ
ー
は
、
石
川
５
５
　
な
の
１
１
─
２
６
で
す
、
俺
の
友
人
が
言
っ
て

た
。」

「
わ
か
っ
た
、
さ
っ
そ
く
そ
の
車
を
手
配
し
ま
し
ょ
う
。」

「
星
史
、
必
ず
犯
人
を
見
つ
け
て
や
る
、
俺
達
は
乗
り
鉄
探
偵
だ
か
ら
さ
。」

「
さ
て
、
今
日
も
走
り
ま
く
る
か
、
な
ぁ
、
タ
カ
。」

「
あ
あ
っ
、
俺
の
Ｚ
は
負
け
な
い
か
ら
な
。」

　
真
姫
は
、
２
人
の
男
を
見
つ
け
た
。

「
何
だ
い
、
俺
た
ち
に
用
っ
て
。」

「
す
い
ま
せ
ん
、
そ
の
車
の
傷
は
ど
う
し
た
ん
で
す
か
。」

「
あ
っ
、
こ
れ
、
金
沢
で
当
て
逃
げ
に
会
っ
て
ね
、
い
つ
か
は
修
理
に
出
そ
う
と

思
っ
て
ね
。」

「
じ
ゃ
あ
、
警
察
が
来
て
も
、
そ
れ
見
せ
れ
る
よ
ね
。」

「
え
っ
、
警
察
。」

「
て
め
っ
、
誰
な
ん
だ
。」
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「
南
　
達
仁
、
探
偵
さ
。」

「
た
っ
、
探
偵
。」

「
お
ろ
ら
く
、
そ
の
傷
は
、
七
尾
の
事
故
の
時
の
だ
な
。」

「
星
史
が
言
っ
て
る
の
よ
、
も
う
観
念
し
た
ほ
う
が
い
い
ね
。」

「
何
だ
と
、
俺
に
ケ
ン
カ
売
っ
て
ん
の
か
。」

「
俺
の
友
人
に
手
を
出
さ
な
い
で
く
れ
る
。」

「
あ
っ
、
く
っ
、
く
そ
ー
っ
。」

　
そ
し
て
、
数
分
後
、
小
沢
警
部
と
佐
須
田
刑
事
と
根
本
刑
事
が
駆
け
つ
け
、
二

宮
大
輔
と
渡
辺
孝
之
を
逮
捕
し
た
。

　
二
宮
と
渡
辺
は
Ｚ
３
１
で
暴
走
行
為
や
ド
リ
フ
ト
族
に
入
っ
て
、
高
坂
ひ
か
る

を
殺
害
も
自
供
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
能
登
半
島
の
事
件
は
解
決
し
た
。
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田
沢
湖
殺
人
事
件

　　
達
仁
と
穂
乃
果
と
海
未
と
こ
と
り
と
に
こ
と
花
陽
は
、
大
宮
か
ら
上
越
新
幹
線

に
乗
っ
た
。

　
上
越
新
幹
線
は
、
昭
和
５
７
年
に
開
業
さ
れ
、
上
野
か
ら
の
特
急
を
盛
岡
と
新

潟
止
ま
り
や
ひ
ば
り
と
や
ま
び
こ
が
廃
止
さ
れ
た
。

　
同
時
は
、
２
０
０
系
で
運
転
さ
れ
、
大
宮
駅
が
始
発
で
し
た
。

　
新
潟
駅

「
秋
田
行
き
か
、
こ
れ
に
乗
る
ん
だ
な
。」

「
達
仁
、
い
な
ほ
は
ど
こ
ま
で
行
く
の
。」

「
い
な
ほ
は
ね
、
秋
田
の
他
に
青
森
ま
で
走
る
の
も
あ
る
ん
だ
よ
。」

　
い
な
ほ
で
は
、
会
話
を
し
た
り
、
駅
弁
を
食
べ
た
り
し
た
。

　
や
が
て
、
達
仁
達
が
乗
っ
た
い
な
ほ
は
秋
田
駅
に
着
い
た
。

　
秋
田
駅

　
達
仁
達
は
、
秋
田
か
ら
田
沢
湖
線
に
乗
っ
た
。

「
達
仁
、
田
沢
湖
へ
行
っ
て
、
何
す
る
の
。」

「
羽
越
本
線
と
田
沢
湖
線
の
旅
を
し
た
い
ん
だ
よ
。」

「
う
ー
ん
、
達
仁
っ
て
列
車
に
乗
っ
て
旅
を
す
る
ん
だ
ね
。」

「
そ
う
さ
。」

「
達
仁
が
言
っ
て
い
た
、
事
件
の
捜
査
も
し
て
る
ん
で
し
ょ
。」

「
あ
あ
、
例
の
殺
人
事
件
で
し
ょ
。」

「
犯
人
は
、
２
６
歳
の
男
で
、
１
件
目
は
浜
名
湖
、
２
件
目
は
サ
ロ
マ
湖
で
殺
し
が

相
次
い
だ
ん
だ
。」

「
あ
れ
っ
、
穂
乃
果
は
。」

「
そ
う
い
え
ば
、
に
こ
と
花
陽
と
こ
と
り
と
一
緒
だ
け
ど
。」

「
キ
ャ
ー
ッ
!
。」

　
穂
乃
果
の
悲
鳴
を
上
げ
た
。

「
穂
乃
果
、
ど
う
し
た
ん
で
す
。」

「
ど
う
し
た
、
何
だ
こ
れ
は
。」

　
そ
れ
は
、
５
０
代
の
男
の
死
体
だ
っ
た
。

　
数
分
後
、
秋
田
県
警
の
パ
ト
カ
ー
が
や
っ
て
来
た
。
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「
秋
田
県
警
の
徳
永
で
す
、
あ
な
た
が
遺
体
の
発
見
者
で
す
ね
、
あ
な
た
の
名
前

は
。」

「
私
は
、
南
　
達
仁
で
す
。」

「
お
っ
、
あ
の
高
校
生
探
偵
の
。」

「
身
元
は
、
特
定
で
き
ま
し
た
か
。」

「
え
え
、
被
害
者
は
会
社
主
任
の
黒
木
孝
明
さ
ん
５
３
歳
で
す
。」

「
そ
う
で
す
か
。」

「
死
因
は
、
ロ
ー
プ
に
よ
る
絞
殺
だ
な
。」

「
あ
な
た
、
あ
な
た
、
あ
な
た
ー
っ
、」

　
と
妻
の
泣
き
叫
び
が
聞
こ
え
た
。

　
達
仁
は
、
一
連
の
事
件
と
関
係
し
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
睨
ん
で
い
る
。

　
犯
人
は
一
体
、
誰
な
の
か
、
俺
は
犯
人
を
見
つ
け
る
の
だ
。

　
田
沢
湖

「
こ
と
り
ち
ゃ
ん
、
あ
の
人
、
事
件
の
犯
人
に
似
て
な
い
。」

「
う
ん
、
そ
う
だ
、
達
仁
に
知
ら
せ
よ
う
。」

「
お
い
っ
、
見
つ
け
た
ぞ
。」

「
は
っ
、
何
な
の
あ
な
た
は
。」

「
俺
か
、
３
人
を
殺
し
た
、
立
川
裕
介
さ
。」

「
た
っ
、
立
川
裕
介
。」

「
う
わ
う
わ
、
こ
と
り
ち
ゃ
ん
。」

「
何
す
る
ん
で
す
か
、
や
め
て
下
さ
い
。」

「
誰
か
助
け
て
─
ッ
。」

「
見
つ
け
た
ぞ
、
殺
人
事
件
の
真
犯
人
は
。」

「
誰
だ
、
て
め
ー
っ
。」

「
南
　
達
仁
、
探
偵
だ
。」

「
た
、
た
た
た
探
偵
。」

「
こ
の
や
ろ
ー
っ
、
な
め
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
。」

　
海
未
と
穂
乃
果
は
犯
人
に
パ
ン
チ
す
る
。

「
大
丈
夫
、
花
陽
ち
ゃ
ん
、
こ
と
り
ち
ゃ
ん
。」

「
穂
乃
果
ち
ゃ
ん
。」

「
そ
う
か
、
や
っ
ぱ
り
、
あ
の
人
が
犯
人
だ
っ
た
の
ね
。」
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「
そ
う
さ
、
去
年
会
社
が
倒
産
し
、
恨
み
の
あ
る
や
つ
を
殺
す
つ
も
り
だ
。」

　
そ
の
後
、
徳
永
警
部
が
駆
け
つ
け
、
立
川
は
逮
捕
さ
れ
た
。
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特
急
は
ま
か
ぜ
　
倉
吉
殺
人
ル
ー
ト

　　
達
仁
は
、
１
人
で
播
但
線
経
由
の
キ
ハ
１
８
１
系
特
急
は
ま
か
ぜ
乗
っ
て
、
倉

吉
へ
や
っ
て
来
た
、
穂
乃
果
達
は
、
ミ
ュ
ー
ズ
の
活
動
の
為
、
達
仁
だ
け
で
倉
吉

へ
、
俺
は
あ
る
人
に
会
っ
た
。

「
あ
ん
た
が
、
高
校
生
探
偵
の
達
仁
か
。」

「
そ
う
だ
け
ど
、
あ
な
た
は
、」

「
俺
は
、
名
探
偵
の
毛
利
小
五
郎
っ
て
い
う
ん
だ
け
ど
。」

「
毛
利
探
偵
は
、
何
の
事
件
を
追
っ
て
る
の
で
す
か
。」

「
実
は
、
目
暮
警
部
殿
か
ら
あ
る
殺
人
事
件
の
捜
査
を
追
っ
て
る
ん
だ
。」

「
ど
ん
な
殺
人
事
件
。」

「
３
週
間
前
だ
、
中
光
製
薬
東
京
本
社
で
研
究
員
２
人
と
警
備
員
１
人
を
殺
傷
さ

れ
た
、
凶
器
は
拳
銃
、
弾
丸
と
現
場
か
ら
落
ち
て
い
た
薬
き
ょ
う
か
ら
Ｓ
Ｗ
モ
デ

ル
５
９
と
判
明
し
た
ん
だ
。」

「
負
傷
し
た
研
究
員
の
話
だ
と
、
コ
ー
ト
と
サ
ン
グ
ラ
ス
の
男
と
言
っ
て
い
た
。」

「
な
る
ほ
ど
、
そ
の
男
を
追
っ
て
い
る
っ
て
こ
と
か
、
そ
れ
で
俺
に
協
力
し
て
く

れ
っ
て
呼
ん
だ
の
か
。」

「
そ
う
だ
。」

「
よ
し
っ
、
俺
は
乗
り
鉄
探
偵
だ
。」

「
じ
ゃ
、
倉
吉
見
物
を
す
る
か

　
倉
吉
淀
屋

　
　
旧
牧
田
家
住
宅

　
　
１
７
６
０
年
　
建
築
の
現
存
す
る
　
最
古
の
町
屋
　
建
物
。
　

　
　
倉
吉
淀
屋
　
の
屋
号
を
も
つ
　
牧
田
家
は
、　
倉
吉
を
代
表
す
る
商
家
で

す
。

　
　
中
に
　
入
る
と
　
京
都
の
　
長
屋
と
い
う
感
じ
で

　
表
玄
関
か
ら
　
裏
の
出
口
ま
で
　
繋
が
っ
て
い
て

　
趣
き
が
　
あ
り
ま
す
。

　
　
淀
屋
橋
で
有
名
な
大
阪
の
豪
商
「
淀
屋
」
と
　
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た

と　
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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旧
牧
田
家
住
宅
（
き
ゅ
う
ま
き
た
け
じ
ゅ
う
た
く
）
は
、
鳥
取
県
倉
吉
市
、

　
　
打
吹
玉
川
重
伝
地
区
に
あ
る
　
歴
史
的
建
造
物

　
　
歴
史
的
経
緯
か
ら
、
倉
吉
淀
屋
と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
ほ
う
、
な
る
ほ
ど
。」

「
う
ん
、
勉
強
に
な
る
な
。」

　
倉
吉
を
回
っ
た
後
は
、
温
泉
で
１
泊
し
た
。

　
次
の
日
、
打
吹
山
に
登
っ
た
。

「
い
い
ね
、
自
然
の
旅
も
。」

「
そ
う
だ
な
。」

「
お
い
っ
、
人
が
死
ん
で
る
ぞ
。」

「
何
っ
。」

「
お
い
っ
、
そ
の
人
、
東
京
の
事
件
と
関
係
あ
る
の
か
な
。」

　
数
分
後
、
倉
吉
署
の
パ
ト
カ
ー
が
到
着
し
た
。

「
毛
利
さ
ん
、
あ
な
た
が
発
見
者
で
し
た
か
。」

「
知
っ
て
る
人
。」

「
昔
、
合
同
捜
査
で
組
ん
だ
こ
と
が
あ
る
ん
だ
。」

「
そ
う
か
、
毛
利
探
偵
は
警
視
庁
の
刑
事
だ
っ
た
ん
だ
。」

　
現
場
に
来
た
の
は
、
倉
吉
署
の
捜
査
主
任
の
山
根
刑
事
と
岡
本
刑
事
で
あ
る
。

　
ま
も
な
く
、
鳥
取
県
警
捜
査
一
課
も
到
着
し
た
。

「
鳥
取
県
警
の
佐
川
で
す
。」

　
と
、
そ
こ
へ
来
た
の
は
鳥
取
県
警
捜
査
一
課
の
佐
川
警
部
で
あ
る
。

「
警
視
庁
で
起
き
た
、
製
薬
会
社
殺
傷
事
件
を
追
っ
て
る
ん
だ
な
。」

「
被
害
者
は
、
中
山
将
司
さ
ん
４
２
歳
で
す
。」

「
え
ー
と
、
住
所
は
東
京
都
渋
谷
区
で
す
な
。」

「
あ
っ
、
切
符
だ
。」

「
佐
川
警
部
、
犯
人
は
、
列
車
で
逃
げ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
お
そ
ら
く
別
の
人

じ
ゃ
な
い
の
か
な
。」

「
は
っ
、」

「
え
っ
。」

「
お
っ
。」

「
じ
ゃ
あ
、
犯
人
は
。」
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「
恐
ら
く
、
倉
吉
駅
に
い
る
か
も
。」

　
達
仁
と
小
五
郎
と
佐
川
警
部
た
ち
は
パ
ト
カ
ー
で
倉
吉
駅
へ
向
か
っ
た
。

　
倉
吉
駅

「
ふ
ん
、
こ
れ
で
倉
吉
と
は
お
さ
ら
ば
だ
。」

「
そ
こ
ま
で
だ
、
小
早
川
薫
。」

「
や
べ
っ
、
デ
カ
だ
。」

「
は
っ
、」

「
も
う
逃
げ
ら
れ
な
い
よ
、
完
全
に
包
囲
さ
れ
て
る
ん
だ
か
ら
。」

「
誰
だ
、
誰
だ
お
前
は
。」

「
南
　
達
仁
、
探
偵
だ
。」

「
た
、
た
た
た
探
偵
。」

　
こ
う
し
て
、
小
早
川
薫
は
、
鳥
取
県
警
に
逮
捕
さ
れ
た
、
有
名
な
名
探
偵
と
組

む
の
は
初
め
て
だ
っ
た
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Ｌ
特
急
「
あ
ず
さ
１
号
」
殺
意
の
白
馬

　　
達
仁
と
穂
乃
果
と
海
未
と
こ
と
り
は
、
新
宿
駅
で
特
急
を
待
っ
て
い
た
。

「
達
仁
、
白
馬
ま
で
は
ど
う
や
っ
て
い
く
の
で
す
か
?
。」

「
特
急
あ
ず
さ
に
乘
っ
て
行
く
ん
だ
よ
。」

「
あ
ず
さ
か
、
海
未
ち
ゃ
ん
、
私
た
ち
は
達
仁
と
一
緒
に
小
海
線
に
乗
っ
た
ん
だ

よ
。」

「
小
海
線
か
。」

「
結
構
楽
し
か
っ
た
よ
。」

「
そ
う
な
ん
だ
。」

　
Ｌ
特
急
「
あ
ず
さ
」
は
、
春
・
秋
は
行
楽
客
が
、
夏
に
は
登
山
客
が
、
冬
に
は

ス
キ
ー
、
ス
ケ
ー
ト
客
が
た
く
さ
ん
利
用
す
る
観
光
特
急
で
す
。

　
朝
７
時
０
分
、
東
京
の
新
宿
駅
を
出
発
し
た
「
あ
ず
さ
１
号
」
は
、
甲
府
盆
地
、

松
本
盆
地
を
ぬ
け
、
北
ア
ル
プ
ス
白
馬
岳
の
ふ
も
と
信
州
（
長
野
県
）
の
白
馬
駅

へ
向
か
い
ま
す
、
Ｌ
特
急
あ
ず
さ
は
、
こ
の
梓
川
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
ね
ぇ
ね
ぇ
、
達
仁
は
長
野
は
行
っ
た
こ
と
あ
る
の
?
。」

「
あ
る
よ
、
野
沢
温
泉
と
軽
井
沢
だ
け
ど
ね
。」

「
へ
ぇ
ー
、
い
い
な
軽
井
沢
か
。」

「
う
ん
、
空
気
も
と
っ
て
も
お
い
し
い
ん
だ
よ
ね
。」

　
ガ
タ
ン
、
ガ
タ
ン
、
ガ
タ
ン
、
プ
ァ
ー
ン

　
あ
ず
さ
１
号
の
車
窓
を
楽
し
む
穂
乃
果
と
こ
と
り
。

「
こ
と
り
ち
ゃ
ん
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
食
べ
る
。」

「
う
ん
。」

「
あ
っ
、
私
も
分
け
て
。」

「
い
い
よ
。」

「
ね
ぇ
、
穂
乃
果
、
達
仁
、
白
馬
で
何
か
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
る
の
る
」

「
塩
の
道
祭
り
だ
っ
て
。」

「
に
こ
は
、
凛
と
花
陽
と
奥
野
君
で
長
野
へ
行
く
ん
だ
っ
て
、
し
な
の
と
あ
さ
ま
に

乗
る
ん
だ
っ
て
。」

「
え
っ
、
に
こ
も
。」

「
に
こ
達
は
、
上
杉
謙
信
と
武
田
信
玄
の
歴
史
を
調
べ
る
ん
だ
っ
て
。」
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「
う
ー
ん
、
私
も
分
け
て
も
い
い
。」

「
い
い
よ
。」

　
白
馬
駅

「
や
っ
と
来
た
ぞ
、
白
馬
へ
。」

「
え
ー
と
、
飯
森
神
社
と
白
馬
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
公
園
へ
行
く
か
。」

　
飯
森
神
社

　
達
仁
と
穂
乃
果
と
こ
と
り
と
海
未
は
、
神
社
で
お
参
り
し
た
。

「
写
真
撮
る
ぞ
。」
パ
シ
ャ
ッ
と
記
念
撮
影
。

　
白
馬
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
達
仁
達
は
、
森
林
浴
を
し
ま
し
た
、
他
に
も
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
も
し
ま
し
た
。

　
塩
の
道
祭

「
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
歩
い
て
る
ね
、
み
ん
な
塩
の
道
を
歩
い
た
ん
だ
よ
。」

　
達
仁
達
は
、
白
馬
を
観
光
し
た
の
で
白
馬
姫
川
温
泉
で
泊
ま
っ
た
。

　
次
の
日
、
達
仁
達
は
青
木
湖
へ

「
達
仁
あ
れ
、
何
か
な
。」

「
あ
れ
っ
、
死
体
じ
ゃ
な
い
。」

「
へ
、
何
だ
っ
て
。」

「
海
未
ち
ゃ
ん
、
あ
た
し
た
ち
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
。」

　
し
ば
ら
く
し
て
、
警
察
が
到
着
し
た
。

「
長
野
県
警
の
竹
村
で
す
。」

「
同
じ
く
、
林
で
す
。」

「
竹
村
警
部
、
死
因
は
溺
死
で
す
か
。」

「
え
え
、
多
分
事
故
で
し
ょ
う
。」

「
い
い
え
、
事
故
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

「
本
当
か
、
事
故
で
は
な
く
殺
人
か
。」

「
は
い
。」

「
竹
村
警
部
、
身
元
が
割
れ
ま
し
た
、
ニ
コ
ニ
コ
生
命
の
保
険
調
査
員
、
住
田
良
平

さ
ん
２
８
歳
で
す
。」

「
保
険
調
査
員
か
、
保
険
金
詐
欺
を
調
査
し
て
い
た
の
か
。」

「
竹
村
警
部
、
何
か
の
メ
モ
が
あ
る
よ
。」

「
犯
人
は
、
大
糸
線
で
糸
魚
川
へ
。」
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「
そ
う
か
、
犯
人
は
大
糸
線
に
乗
る
っ
て
こ
と
か
。」

「
よ
し
っ
、
す
ぐ
に
新
潟
県
警
に
も
連
絡
だ
。」

　
達
仁
は
、
竹
村
警
部
と
林
刑
事
と
共
に
犯
人
を
追
っ
た
。

　
糸
魚
川
駅

「
イ
ヒ
ッ
、
こ
れ
で
大
儲
け
だ
ぜ
。」

「
そ
こ
ま
で
だ
、
伊
沢
唯
一
。」

「
誰
だ
お
前
は
。」

「
南
　
達
仁
、
探
偵
だ
。」

「
探
偵
だ
と
。」

「
そ
こ
ま
で
だ
、
観
念
し
ろ
。」

　
白
馬
の
殺
人
事
件
の
犯
人
の
名
前
は
伊
沢
唯
一
、
交
通
事
故
に
よ
る
恐
喝
や
保

険
金
詐
欺
グ
ル
ー
プ
の
一
味
だ
っ
た

　
伊
沢
は
、
住
田
調
査
員
を
殺
害
し
、
詐
欺
一
味
と
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
と
殺

害
し
た
。
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